
広報卒業 Nのひとりごと・・・・

シリーズ 自治基本条例とは︖
（第11回）新しい町民参加のカタチを創る

令和３年度
実施例 内容 特徴 詳しくは

自治基本条例ができたら何が変わりますか︖

・議会と行政は町民の信託を受けて町の仕事を行います。

・議会と行政は町の仕事の計画を町民にわかりやすく説明します。

・町民の意見が、議会と行政の仕事に反映しやすくなります。

町民主体の原則

情報共有の原則

町民参加の原則

やっぱり、難しそうですね・・・・
町の仕事（政策）が企画～立案～実施～評価と進む中で意見を出すのは難しいです。
そこで専門部会では、決める前に町民の意見を伝える「参加の場」も必要と考え、
下表の実施例の特徴を参考に、町民に「参加の場」を拡げる条文を検討しています。

町民グループがテーマ
を決めて町長と意見交
換する。

テーマを絞って課題共有。
政策検討の提案。びえい未来

トーク

町民と移住者（体験中含
む）が子育て、福祉、仕事、
生活、相談のテーマで役
場職員と少人数グループ
で提案する。

まちづくり
井戸端会議

町民に身近なテーマ。
町民と職員の協働。
全提案を役場で協議。
提案の結果をフォロー。

美瑛町
共有ビジョン
まちづくり

ワークショップ

美瑛町の総合計画の柱
になる20年後の美瑛
町のありたい姿を描き、
実現する。

担い手としての町民の育成。
町民と職員の協働。
長期間（２期）の深い検討。
参加者同士の交流と絆。

町民参加、私たちにできるでしょうか・・・
この条例で、議会と行政は町民に「参加の場」を拡げる取り組みが求められます。
私たち町民も、積極的に参加し、より良いまちづくりを目指しましょう。

“物事に対して、批判や反対する事は簡単です｡ではその事に対してどうしたらいいのか、どうしたいのか、

自分の考えを表に出すことができて、初めてその批判が、生きてくると思います｡何にでも不平や不満を

言うばかりでなく、町の未来について考える事にもこれから積極的に参加したいと思うNでした。”

４月で、まちづくり委員を退任されたNさんの寄稿です。


